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i 山崎(2004), p.175. 
ii 岩崎(2004), pp.38-39. 
iii 討議(discussion)、対話(dialogue)および民主主義
(democracy)の共通の頭文字から名付けられた。 
iv 山崎(2008), p.101. 
v 本稿では紙幅の関係で触れられなかったが、齋藤純一
(2012)「熟議デモクラシーについて」『早稲田政治經濟學
                                                                       
雜誌』第 384号 pp.24-30.は、民主主義の「利益モデル」
と「熟議モデル」を比較し、とくに熟議の制度化の観点
から、「熟議モデル」が持つ利点について議論しており、
この問題を考える際には必読の論文と言える。 
